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Cooling effect of the Kaisho Forest on the campus of Aichi Institute of Technology and its periphery 




Abstract  The Kaisho Forest is located near Aichi Institute of Technology in Toyota City, Aichi Prefecture. The Kaisho forest 
supported the livelihood of villagers and the local industries from the Heian era to the Meiji era by providing firewood and fuel for firing 
pottery. The purpose of this study is to discover a new incentive for conserving the Kaisho Forest formerly used as a fuelwood forest by 
performing fixed-point observations at the Aichi Institute of Technology campus and its periphery and examining the relationship 
between the environmental components, i.e. air temperature and humidity, at each observation spot. In addition, seeping tests were 
performed and the reaching distance of the cold air in the campus was determined to evaluate the cooling ability of the Kaisho Forest. 
 The results showed that the highest air temperature became the lowest and that the cool-island intensity, which indicated the intensity 
for decreasing the air temperature, became the highest near the spring water in the Kaisho Forest. Cold air not found outside the forest 
was formed near the spring water in the Kaisho Forest, indicating that the Kaisho Forest forms a cool island. The cooling effect of the 
cold air flowing out on the eastern side of the forest was observed up to a distance of 2 m from the boundary of the forest. From 24:00 to 
6:00 h, the temperatures in the 30–40 m section, which is close to the forest on the northern side, were lower than that inside the forest. 
We believe that the cold air rising from the forest at the bottom of a cliff on the northern side of the campus has a strong cooling effect. 
This study showed that there is a cooling effect on the campus grounds adjacent to the Kaisho Forest and that having a green environment 
at the periphery of a campus is important. 
                     
 
１．研究の背景と目的 









































































間 31 日のうち気象庁豊田観測所（AMeDAS データ）に
て 13 日間の猛暑日（気象庁が定める日最高気温が 35℃
以上の日）が記録された。定点観測地点図を図 1 に示す。 







 2・2 冷気のにじみ出し観測 



















図 1 定点観測地点図 



















0.32×1P T-G を使用して 10 分間隔で測定・記録した。夏
季における森からの冷気のにじみ出し現象の特徴を把握
するため、観測は 2010 年 8 月 19 日から 8 月 25 日までの
7 日間連続して行った。夜間と日中の冷気のにじみ出し
方の違いを比較するために、0 時から 8 時（夜間）と 12















 3・1 海上の森のクールアイランド強度 














図 2 にじみ出し観測地点図 
 
写真 1 にじみ出し計測機器配置状況 
 
ールアイランドになっていることが示された。一方、住
宅団地内こぶし公園の最高気温は 14 時台に 40.4℃、団














































 直接日射の影響を受けなくなる日の入時刻 19 時にお
いても猛暑日は海上の森湧水路付近との間に愛・パーク
























表 1  各観測地点の平均日最高気温と湧水路付近の 


















2 海上の森 32.3 15 −2.4
3 水田 34.2 14 −4.3
4 グラウンド 34.3 14 −4.4
5 沈砂池 35.1 12-14 −5.2
6 愛和会館屋上 37.9 14 −8.0
7 愛・パーク 39.5 13 −9.6
8 こぶし公園 40.4 14 −10.5
 
表 2  各観測地点の平均日最低気温と湧水路付近の 

















23.6  5 0
2 海上の森 23.8  5 −0.2
3 水田 24.3  4 −0.7
3 グラウンド 24.3  4 −0.7
4 沈砂池 24.5 4-5 −0.9
4 愛・パーク 24.5 4-5 −0.9
5 愛和会館屋上 24.8  4 −1.2
6 こぶし公園 25.5  5 −1.9
 
表 3  各観測地点の日没直後の平均気温と湧水路付近の 













2 海上の森 27.9  −1.4
3 水田 28.3  −1.8
4 沈砂池 28.7  −2.2
5 グラウンド 29.0 −2.5
6 愛・パーク 29.2 −2.7
7 こぶし公園 29.3  −2.8
8 愛和会館屋上 30.4  −3.9
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 3・2 環境構成要素による気温上昇の違いの現れ 









 3・3 日没直後から最低気温時までの気温低下値 
 日没直後の 19 時台の気温から最低気温を減じた値を
気温低下値とすると、気温低下値は、湧水路付近が 3.0℃、
こぶし公園が 3.8℃、水田が 3.9℃、海上の森（湧水路無）
が 4.1℃、沈砂池が 4.1℃、愛・パークが 4.6℃、グラウ























 3・4 環境構成要素による猛暑日の湿度の違い 
 1)最高湿度及び最低湿度 


















図 3 環境構成要素による気温上昇の違い 
（猛暑日 13 日間） 
 
 





















3 愛・パーク 100  5 0
4 沈砂池 100  5 0
5 水田 99.5 4 −0.5
6 愛和会館屋上 97.2 4 −2.8









28.8 29.2 29.4 
31.0 30.2 30.8 
















































































































82.3  12 0
2 海上の森 64.7  14 −17.6
3 水田 54.2  13 −28.1
4 沈砂池 49.9  13 −32.4
5 グラウンド 49.4 13 −32.9
6 愛和会館屋上 40.7 13 −41.6














































 図 5 に猛暑日の湿度の平均日変化を示す。猛暑日の湿
度の平均日変化の特徴は、海上の森湧水路付近が一日を





図 5 湿度の平均日変化（猛暑日 13 日間）




















































海上の森が愛知工業大学とその周辺に与える冷却効果                                             
 
 














森林の奥に向かって 2m 間隔で気温を観測していき、8m 
以降は気温に変化がみられなくなったため林縁から林内





めた 7 時、最高気温を示した 13 時の距離ごとの気温変化
を図 6 に示す。なお、観測値のうち、8 月 19 日午後の 0m、
8 月 20 日午前の 0m の値は異常値を示したため平均値計
算に使用していない。また、12m 地点及び 34m 地点も異
常値を示したため省略した。観測期間中の日の出時刻は、




 12 時台から 16 時台は、図 6 に示す通り林外と比べて
林内気温が低く、0m 地点（境界線から林内へ 8m 入った
ところ）に近づくにしたがって気温が低くなる。12 時台
から 15 時台までは、林内の 5 地点（0〜8m）と林外とで
は大きく気温差があるが、時間の経過に伴って気温差が
小さくなる。17 時以降は林内と林外が逆転してグラウン













図 6  海上の森からにじみ出す冷気の到達距離 
●5 時, ×7 時, ▲13 時 
 

















12 4.1 0 30.1 36 34.2
13 3.4 2 31.0 20-24 34.4
14 3.2 0 31.4 20 34.6
15 2.8 0 31.3 20 34.1
16 1.9 2 30.3 20 32.2
17 1.0 40 28.8 20-22 29.8
18 1.0 40 26.8 22 27.8
19 0.9 40 25.6 10-14,22 26.5
20 1.0 40 24.9 10-14,22 25.9
 









0 0.9 40 24.4
1 0.9 40 24.1
2 1.0 40 23.7
3 1.0 40 23.6
4 1.0 40 23.4
5 1.0 40 23.4
6 0.8 36〜40 24.3
7 1.2 2 25.2
8 1.7 2〜4 26.1
 
 4・2 夜間における地点ごとの気温変化の特徴 
0 時台から 5 時台までは、すべての地点において気温
が下がり続ける。40ｍ地点は、0 時台から 6 時台までど
の地点よりも最も低い気温のまま維持される。林内の 0m、
4m、8m 地点は 5 時台までを林外と比較して低い気温を
示すわけではない。しかし、5 時以降の林内は林外ほど
気温が上昇せず、7 時台以降は林外より低い気温となる。





















森との境界線から 2m 林外へ出たところの 10ｍ地点は、
最高気温時の 13 時台にも他の林外の地点と比較すると









































との間に 50m、こぶし公園と愛・パークとの間に 9m あ
る標高差が気温差に現れていることも考えられる。 
図 7 定点観測地の気温変化からみる冷え方 

















・ 22 時から翌朝 5 時までの夜間は、全ての観測地点
で湿度 80%rh を超え、海上の森に隣接するキャン
パス周辺は湿潤な空気に包まれる。 
















湧水路付近、      グラウンド 




























2) 財団法人 2005 年日本国際博覧会協会：2005 年日本




























































           （平成 26 年 3 月 19 日） 
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